
〒963－6292
福島県石川郡浅川町大字浅川字背戸谷地112番地の15
電話 ０２４７－３６－４１２１　FAX ０２４７－３６－２８９５
ＨＰアドレス　http://www.town.asakawa.fukushima.jp/
印刷　浅川印刷所（浅川町）

編集・発行／浅川町役場 総務課

WEB版広報あさかわ　http://www.town.asakawa.fukushima.jp/kouhou/

8
No.501

2011［平成23年］
広報
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　７月７日(木)、町内の幼稚園・保育所にて
七夕祭りが行われました。
　～みんなの願いがかないますように～

浅川幼稚園の皆さん浅川幼稚園の皆さん

今 月 の 主 な 内 容
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　６月２３日（木）、保健センターにおいて第１６期となる保健協力員５１名に委嘱状が交
付されました。
　保健協力員の委嘱期間は２年間で、町の皆様の各種がん検診の意向調査や受診録の配布、
子どもたちの離乳食教室や遊びの教室のお手伝い等、さまざまな活動をしていきます。
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第１６期 保健協力員の皆さん
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　８月以降に実施される調査において「問診票」に記載できるよう、行動を
記録しておいてくださいますようお願いいたします。

　今回の大震災に伴う原子力災害については、未だに予断を許さない状況が続いてお
り、県民の皆様におかれましては、大変なご苦労やご心労、そして、不安を抱えてい
らっしゃることと思います。そこで、福島県では、放射線の影響による不安の解消や
将来にわたる県民の皆様の健康管理を目的とした「県民健康管理調査」を実施するこ
ととしました。
　このうち、全県民の皆様(基本的に３月１１日時点で県内に居住されていた方)を対
象に実施する「基本調査」では、まず、皆様の３月１１日～２５日の行動記録を中心
に、放射線による被ばく線量の推計評価等をさせていただき、その結果を皆様一人ひ
とりにお知らせいたします。外部被ばく線量は、「いつ」「どこに」「どのくらい居
たか」「どのように移動したか」など、皆様の行動記録の情報に基づいてしか推計す
ることができません。
　つきましては、当時のことを思い出し、また、ご一緒に行動された方々ともご相談
のうえ、下記の記載例を参考に行動を思い返し、記録（メモ）しておいてくださいま
すようお願いいたします。
　なお、すべての地域の皆様への「問診票」の配付は、先行調査（６月下旬から実
施）の結果を踏まえ、８月以降に県から直接郵送される予定です。

行動記録の記載例

３／１１
（金）

滞在
場所

時　刻
地名・施設名

6 12 18
屋内
移動
屋外
屋内
移動
屋外

３／１２
（土）

【お問い合わせ】
調査全般に関すること
　福島県災害対策本部　救援班　県民健康管理チーム
　☎０２４-５２１-８０２８（８：３０～１９：００） E-mail kenkoukanri@pref.fukushima.jp

福島県からの重要なお知らせ

①

①

④ ① 自宅
② 畑
③ 車移動
④ 避難所
 （○○体育館）○
⑤ △△市○○町

④④

④
③

② ⑤

コ

※屋内の場合、コンクリート製の建物の場合は○、木造の場合は○と記入コ 木
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７
月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、

町
と
交
流
の
あ
る
岩
手
県
野
田
村

が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
町
長
を
は
じ
め
町
職
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
総
勢
25

名
で
、
支
援
物
資
の
提
供
と
復
旧

支
援
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
援
物
資
の
運
搬
に
あ

た
っ
て
は
町
内
の
守
丸
興
業
㈱

（
国
井
守
雄
社
長
）
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
一

杯
に
満
載
し
た
物
資
を
届
け
、
そ

の
後
も
最
後
ま
で
職
員
と
一
緒
に

復
旧
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

支
援
活
動
は
、
津
波
等
で
倒
壊

し
た
家
屋
の
撤
去
な
ど
が
概
ね
済

ん
で
い
る
た
め
、
地
味
な
作
業
と

な
る
側
溝
の
泥
上
げ
や
枯
れ
て
し

ま
っ
た
植
木
の
撤
去
、
散
乱
し
た

が
れ
き
の
収
集
な
ど
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
全
体
か
ら
す
れ
ば
20
〜

30
％
程
し
か
復
旧
し
て
お
ら
ず
、

当
日
も
町
を
含
め
数
団
体
が
復
旧

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
作
業
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
、
現
地
で
見
る
壮
絶
な

状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
毎
日

生
活
し
て
い
る
方
々
の
大
変
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
復
旧
支
援
活
動
に
お
い

て
、
参
加
し
た
職
員
の
中
か
ら
は

「
写
真
で
は
見
て
い
た
が
、
実
際

に
自
分
の
目
で
見
る
の
と
は
大
違

い
だ
。」、「
高
速
道
路
が
無
料
に

な
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
自
分
が
恥

ず
か
し
い
。」、「
こ
の
災
害
で
の

活
動
は
大
変
で
あ
る
が
、
将
来
必

ず
自
分
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
。」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
活
動
の
他
に
も

毎
週
末
の
よ
う
に
自
ら
の
休
暇
で

家
族
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
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旧
支
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い
る
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員
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。
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の
活
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し
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地
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さ
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役
立

て
ら
れ
る
第
一
歩
と
し
て
の
貴
重

な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　いたる所に撤去された瓦礫が集
積されており、訪れた人々は今回
の震災の凄まじさと悲しい現実を
目の当たりにしました。

　役場から海岸までは住宅が密集し
ていましたが、大津波により防潮林
が倒され、倒木と津波でほとんどの
家屋が倒壊してしまいました。

　海の監視塔の屋根をも越える
15m以上の大津波にみまわれ、防
潮堤は決壊し、遥か遠くの山林の
枝にゴミが漂着していました。
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（野田村での支援物資の運搬）

（泥まみれになっての作業）
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り災証明書及び被災証明書の発行について
　町では、平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震により被害にあった方
に対し、り災証明書及び被災証明書を発行しております。
　住家被害があった方に対しては「り災証明書」、住家以外の被害について「被災証明
書」、高速道路の無料通行の証明書として使用できる「被災証明書（高速道路専用）」の
３種類を発行しております。
　各種証明書の申請窓口等は下記のとおりです。なお、受付時間は、土・日・祝日を除く
午前８時３０分から午後５時１５分まで、証明書発行の手数料は無料です。

放射線量の状況について

No. 証明書種類

り災証明書

被災証明書

被災証明書
（高速道路専用）

内　容 対象者 必要なもの申請窓口

１

２

３

住居等の家屋が被害に
あった場合の証明書
（り災程度区分あり）

住居等の家屋以外のも
のが被害にあった場合
の証明書（ブロック塀
や自動車の破損、テレ
ビ等の破損等）

３月１１日現在で
の家屋等の建物所
有者または世帯主。

3月１１日現在で浅
川町に住所を有し
ていた方。

①印鑑
②本人確認できるもの（運転免許証、保険証など）
③被害状況のわかる写真（家屋全景及び被害部分）

税務課
３６-４１２２

高速道路のみの利用に
証明書が必要な場合

3月１１日現在で浅
川町に住所を有し
ていた方。

①印鑑
②本人確認できるもの（運転免許証など）
※被災状況を証明する写真等は不要です。
※住民登録が同じ家族の分も一緒に申請できます。

総務課
３６-４１２１

①印鑑
②本人確認できるもの（運転免許証、保険証など）
③被害状況のわかる写真（全景及び被害部分）
※すでに修理等をしてしまった場合には、その領収
書の写しが必要となります。

総務課
３６-４１２１

　福島県では、放射線量を計測するサーベイ
メーターを使用し各市町村の空間放射線量の
測定が、役場前駐車場内で１日２回測定され
ています。
　７月１５日現在までの測定値では、０.１８
マイクロシーベルト／時前後でほぼ横ばい状
態が続いています。
　放射線量の状況については、町ホームペー
ジで公表し、随時更新しております。
http://www.town.asakawa.fukushima.jp/

福島県の放射線に関する問い合わせ窓口
専用電話　０２４－５２１－８１２７

【受付時間：８時３０分～２１時（毎日）】

福島第一原子力発電所事故による
補償に関してのお問い合わせ窓口

東京電力株式会社福島原子力補償相談室
専用電話０１２０－９２６－４０４

【受付時間：９時００分～２１時（毎日）

浅川町の放射線量測定結果（測定場所：役場前駐車場）
（単位：マイクロシーベルト/時）

測定日 数値

6月21日

6月22日

6月23日

6月24日

6月25日

6月26日

6月27日

6月28日

6月29日

6月30日

7月1日

7月2日

7月3日

1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目

0.18 
0.20 
0.18 
0.17 
0.19 
0.18 
0.18 
0.18 
0.19 
0.18 
0.17 
0.18 
0.18 
0.19 
0.17 
0.17 
0.17 
0.18 
0.19 
0.18 
0.18 
0.17 
0.18 
0.19 
0.17 
0.18 

測定日 数値

7月4日

7月5日

7月6日

7月7日

7月8日

7月9日

7月10日

7月11日

7月12日

7月13日

7月14日

7月15日

1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目
1回目
2回目

0.18 
0.17 
0.17 
0.18 
0.18 
0.18 
0.18 
0.18 
0.18 
0.18 
0.19 
0.18 
0.18 
0.18 
0.16 
0.17 
0.18
0.18
0.18
0.17
0.18
0.17
0.16
0.18

※福島県の測定値
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見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
活
動
の
他
に
も

毎
週
末
の
よ
う
に
自
ら
の
休
暇
で

家
族
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
復
旧
支

援
活
動
を
し
て
い
る
職
員
も
い
ま

す
。

　

今
回
の
活
動
を
通
し
町
職
員
と

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
必
ず
役
立

て
ら
れ
る
第
一
歩
と
し
て
の
貴
重

な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　いたる所に撤去された瓦礫が集
積されており、訪れた人々は今回
の震災の凄まじさと悲しい現実を
目の当たりにしました。

　役場から海岸までは住宅が密集し
ていましたが、大津波により防潮林
が倒され、倒木と津波でほとんどの
家屋が倒壊してしまいました。

　海の監視塔の屋根をも越える
15m以上の大津波にみまわれ、防
潮堤は決壊し、遥か遠くの山林の
枝にゴミが漂着していました。

岩
手
県
野
田
村
へ

　
　
　
　

災
害
復
旧
支
援
活
動
!!

岩
手
県
野
田
村
へ

　
　
　
　

災
害
復
旧
支
援
活
動
!!

岩
手
県
野
田
村
へ

　
　
　
　

災
害
復
旧
支
援
活
動
!!

（野田村での支援物資の運搬）

（泥まみれになっての作業）
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7
月
3
日
㈰
、
町
内
一
斉
に
早

朝
か
ら
道
路
や
河
川
に
捨
て
ら
れ

た
ゴ
ミ
の
回
収
、
草
刈
な
ど
が
行

わ
れ
と
て
も
「
き
れ
い
」
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
よ

り
発
生
し
た
ゴ
ミ
の
回
収
・
処
分

は
町
建
設
業
協
力
会
（
鈴
木
廣
会

長
）
と
守
丸
興
業
㈱
（
国
井
守
雄

社
長
）
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
対
応
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
搬
出
量

　

可
燃
ご
み
　

2
　

1
0
0
㎏

　

不
燃
ご
み
　

1
8
0
㎏

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み
そ
汁
大
学
開
講

　　　

6
月
30
日
㈭
、
町
建
設
業
協
力

会
（
鈴
木
廣
会
長
）
に
加
盟
し
て

い
る
建
設
会
社
の
皆
さ
ん
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
社
川
と
殿
川
の
草

刈
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
7
月
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
前
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
猛

暑
の
中
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な

が
ら
環
境
美
化
の
た
め
に
作
業
を

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
業
協
力
会
の
皆
さ

ん
に
は
、
冬
の
大
雪
の
際
に
も
、

早
朝
の
寒
い
中
か
ら
除
雪
作
業
を

す
る
な
ど
、
地
域
の
た
め
に
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

6
月
26
日
㈰
、
老
朽
化
に
よ
り

改
築
さ
れ
た
屯
所
の
落
成
式
が
関

係
者
約
50
名
の
出
席
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
屯
所
は
、
2
階
に
会
議
室

が
設
け
ら
れ
、
第
5
分
団
（
山

白
石
）
の
中
央
屯
所
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
式
典
で
は
、

生
田
目
源
寿
分
団
長
が
、
「
長
年

の
要
望
で
あ
っ
た
改
築
が
、
町
と

地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
実
現
で
き
た
こ
と
を
感

謝
し
、
無
火
災
・
無
事
故
を
目
指

し
消
防
団
員
が
一
致
団
結
し
て
地

域
の
安
全
の
た
め
に
活
動
し
ま

す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

6
月
24
日
㈮
、
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
入
生
が
６
名
入
学

し
54
名
の
学
生
と
な
り
、
緑
川
ヨ

シ
学
級
長
の
も
と
、
館
外
研
修
や

移
動
教
室
、
健
康
講
座
な
ど
年
7

回
の
事
業
計
画
に
よ
り
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
ス
マ
イ
ル
レ
デ

ィ
講
座
も
行
わ
れ
、
第
1
回
目
の

授
業
と
し
て
「
浅
川
町
発
展
の
た

め
に
」
と
題
し
、
須
藤
町
長
よ
り

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

第
５
分
団
第
２
班

　
　
　
　

屯
所
落
成

町
を「
き
れ
い
」に
!!

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

,
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よ
る
豚
汁
と
町
で
ブ
ラ
ン
ド
を
目

指
す
、
「
漢
方
資
材
栽
培
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
使
用
の
お
に
ぎ
り
を
参
加

者
に
振
る
舞
い
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
地
雷
火
太
鼓
や
よ

さ
こ
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
参
加
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

6
月
26
日
㈰
、
第
4
回
目
と
な

る
山
開
き
と
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
例
年
よ
り
参
加
者
は

少
な
か
っ
た
も
の
の
、
記
念
館
駐

車
場
か
ら
3.5
㎞
と
4.5
㎞
の
2
コ
ー

ス
に
分
か
れ
雲
五
郎
山
を
目
指
し

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

山
頂
付
近
の
駐
車
場
で
は
、
関

係
者
と
参
加
者
全
員
に
よ
る
山
開

き
式
が
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
の
無
事

故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
出
店
や
、
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

　

6
月
26
日
㈰
、
中
里
雲
五
郎
あ

や
め
園
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
や
め
園
は
、
平
成
9
年

か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
で
組
織
す
る

あ
や
め
会
が
植
栽
し
て
い
る
も
の

で
、
年
々
素
晴
ら
し
い
あ
や
め
の

景
色
が
増
し
、
今
で
は
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
綺
麗
に
咲
い

た
「
あ
や
め
」
に
雨
の
雫
が
重
な

り
一
層
花
が
引
き
立
ち
、
あ
や
め

園
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
菊
池
章

夫
さ
ん
と
案
山
子
の
皆
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
も
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ
れ
る
な
ど
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（浅川地雷火太鼓の皆さん）

(無事故を祈願)

（案山子の皆さんによる演奏）
か　か　し

（楽しいバーベキュー）

あ
や
め
祭
り
開
催

雲
五
郎
山
山
開
き

　
　

健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

か
　

か
　

し



❼　広報あさかわ　2011.8

　

7
月
3
日
㈰
、
町
内
一
斉
に
早

朝
か
ら
道
路
や
河
川
に
捨
て
ら
れ

た
ゴ
ミ
の
回
収
、
草
刈
な
ど
が
行

わ
れ
と
て
も
「
き
れ
い
」
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
よ

り
発
生
し
た
ゴ
ミ
の
回
収
・
処
分

は
町
建
設
業
協
力
会
（
鈴
木
廣
会

長
）
と
守
丸
興
業
㈱
（
国
井
守
雄

社
長
）
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
対
応
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
搬
出
量

　

可
燃
ご
み
　

2
　

1
0
0
㎏

　

不
燃
ご
み
　

1
8
0
㎏

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み
そ
汁
大
学
開
講

　　　

6
月
30
日
㈭
、
町
建
設
業
協
力

会
（
鈴
木
廣
会
長
）
に
加
盟
し
て

い
る
建
設
会
社
の
皆
さ
ん
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
社
川
と
殿
川
の
草

刈
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
7
月
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
前
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
猛

暑
の
中
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な

が
ら
環
境
美
化
の
た
め
に
作
業
を

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
業
協
力
会
の
皆
さ

ん
に
は
、
冬
の
大
雪
の
際
に
も
、

早
朝
の
寒
い
中
か
ら
除
雪
作
業
を

す
る
な
ど
、
地
域
の
た
め
に
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

6
月
26
日
㈰
、
老
朽
化
に
よ
り

改
築
さ
れ
た
屯
所
の
落
成
式
が
関

係
者
約
50
名
の
出
席
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
屯
所
は
、
2
階
に
会
議
室

が
設
け
ら
れ
、
第
5
分
団
（
山

白
石
）
の
中
央
屯
所
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
式
典
で
は
、

生
田
目
源
寿
分
団
長
が
、
「
長
年

の
要
望
で
あ
っ
た
改
築
が
、
町
と

地
域
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
実
現
で
き
た
こ
と
を
感

謝
し
、
無
火
災
・
無
事
故
を
目
指

し
消
防
団
員
が
一
致
団
結
し
て
地

域
の
安
全
の
た
め
に
活
動
し
ま

す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

6
月
24
日
㈮
、
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
入
生
が
６
名
入
学

し
54
名
の
学
生
と
な
り
、
緑
川
ヨ

シ
学
級
長
の
も
と
、
館
外
研
修
や

移
動
教
室
、
健
康
講
座
な
ど
年
7

回
の
事
業
計
画
に
よ
り
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
ス
マ
イ
ル
レ
デ

ィ
講
座
も
行
わ
れ
、
第
1
回
目
の

授
業
と
し
て
「
浅
川
町
発
展
の
た

め
に
」
と
題
し
、
須
藤
町
長
よ
り

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

第
５
分
団
第
２
班

　
　
　
　

屯
所
落
成

町
を「
き
れ
い
」に
!!

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

,



❾　広報あさかわ　201１.8

●年齢は？　２９歳
●出身は？　小貫字新屋敷
●家族構成は？　父、母、国宝とも言える祖母
●趣味は?　ドライブ
●今、欲しい物は?　バイク、車、遊べる庭
●楽しかった思い出は?
　あてのない旅で、四国まで行ってしまったこと
　（2,500km）
●どんなスポーツが好きですか?　柔道

●プチ将来は？
　今度はあてのない旅で九州まで行くことかな
●町の印象は？
　いやーどーんって感じですね
●最後に何か一言どうぞ
　ガンバッぺ東北、んだっぺ浅川

水野寛子さん（荒町）
●年齢は？　３０歳
●出身は？　須賀川市
●家族構成は？　夫、長女、次女、夫の両親
●趣味は　　クラリネット
●今、欲しい物は?
　子供を安心して遊ばせられる屋外の場所
●楽しかった思い出は?
　家族と行ったディズニーランド
●プチ将来は？　家族旅行に行きたいです

●どんなスポーツが好きですか?
　運動は苦手ですが、見るのは何でも好きです
●町の印象は？　静かな町
●最後に一言どうぞ
　皆さんよろしくお願いします

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

No.254

▶次回は、鈴木恵子さん（荒町）予定です

▶次回は、江田寿一さん（根岸）予定です

ひろ こ

八木沼　修さん（小貫）
おさむ
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7
月
15
日
㈮
、
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ

ト
、
リ
オ
ン
ド
ー
ル
の
各
浅
川
店

前
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

街
頭
活
動
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
の
皆
さ
ん
が
「
考
え
よ
う
　

相

手
の
気
持
ち
　

育
て
よ
う
　

思
い

や
り
の
心
」
と
書
か
れ
た
啓
発
用

品
を
買
い
物
を
終
え
た
方
々
に
配

布
し
、
人
権
擁
護
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
も
人
権
に
つ
い
て
、
も

う
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

7
月
11
日
㈪
、
役
場
に
お
い
て
、

浅
川
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、

今
回
当
選
し
た
委
員
16
名
一
人
ひ

と
り
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
内

田
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
長
よ
り
農
業
発

展
の
た
め
町
民
に
付
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
期
待
す
る
旨
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
任
期
は
、
平
成
23

年
7
月
20
日
か
ら
平
成
26
年
7
月

19
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

当
選
証
書
付
与

　

7
月
15
日
㈮
、
石
川
警
察
署
の

駐
車
場
に
お
い
て
出
動
式
が
行
わ

れ
、
町
か
ら
も
交
通
安
全
関
係
の

各
団
体
が
参
加
し
、
7
月
16
日
か

ら
の
10
日
間
「
安
全
運
転 

コ
コ

ロ
も
ベ
ル
ト
も 

引
き
締
め
て
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
り
、
県
民
総

ぐ
る
み
で
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
各
地
区
へ
と
出
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
６
日
㈬
に
は
、
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
に
あ
わ
せ
、
町

の
高
齢
者
交
通
安
全
指
導
隊
（
水

野
静
夫
隊
長
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る

高
齢
者
へ
の
交
通
事
故
防
止
の
啓

発
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
街
頭
活
動

星
に
願
い
を「
七
夕
祭
り
」

　

7
月
13
日
㈬
、
幼
稚
園
に
お
い

て
保
育
参
観
に
あ
わ
せ
、
職
員
と

保
護
者
を
対
象
に
救
命
救
急
の
実

技
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
石
川

消
防
署
浅
川
分
署

員
が
講
師
と
な
り
、

心
肺
蘇
生
法
や
A

E
D
の
取
り
扱
い

な
ど
に
つ
い
て
を

学
び
ま
し
た
。

救
命
救
急

夏
の
交
通
事
故
防
止

　

県
民
総
ぐ
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●年齢は？　２９歳
●出身は？　小貫字新屋敷
●家族構成は？　父、母、国宝とも言える祖母
●趣味は?　ドライブ
●今、欲しい物は?　バイク、車、遊べる庭
●楽しかった思い出は?
　あてのない旅で、四国まで行ってしまったこと
　（2,500km）
●どんなスポーツが好きですか?　柔道

●プチ将来は？
　今度はあてのない旅で九州まで行くことかな
●町の印象は？
　いやーどーんって感じですね
●最後に何か一言どうぞ
　ガンバッぺ東北、んだっぺ浅川

水野寛子さん（荒町）
●年齢は？　３０歳
●出身は？　須賀川市
●家族構成は？　夫、長女、次女、夫の両親
●趣味は　　クラリネット
●今、欲しい物は?
　子供を安心して遊ばせられる屋外の場所
●楽しかった思い出は?
　家族と行ったディズニーランド
●プチ将来は？　家族旅行に行きたいです

●どんなスポーツが好きですか?
　運動は苦手ですが、見るのは何でも好きです
●町の印象は？　静かな町
●最後に一言どうぞ
　皆さんよろしくお願いします

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

No.254

▶次回は、鈴木恵子さん（荒町）予定です

▶次回は、江田寿一さん（根岸）予定です

ひろ こ

八木沼　修さん（小貫）
おさむ
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●趣味は？　野菜作り
●特技は？
　農業一筋で、野菜作りに工夫を凝らしてい
　ることです
●戦時中の思い出は？
　嫁に来て半年で夫が現役兵として入隊し、
　南方へ出発以後音信不通だったことです
●若い頃、楽しかった思い出は？
　九州旅行に行ったことです
●毎日何をしていますか？
　テレビを見たり、掃除・洗濯など自分のこ
　とは出来るだけ自分でしようとしています
●町の印象は？
　バイパスが出来たおかげで、街の中が静か
　になり、ゆっくりと眠ることが出来るよう
　になりました
●最後に何か一言どうぞ
　米寿を迎えられてうれしいです。皆さんの
　おかげです

緑 川 ト ク さん
（東大畑二区）

いつまでもお元気で 祝米寿

●趣味は？
　園芸
●特技は？
　裁縫、野菜作り
●戦時中の思い出は？
　品物が不足し、欲しい物が手に入らなかっ
　たことです
●若い頃、楽しかった思い出は？
　伊豆大島に旅行し、島が近くなると、都はる
　みさんの「アンコ椿は恋の花」の印象を今で
　も思い出します。とても楽しかったです
●毎日何をしていますか？
　畑仕事、本を読んだり、書いたりしています
●町の印象は？
　静かな住みよい町です。特に花火が素晴ら
　しいです
●最後に何か一言どうぞ
　健康で楽しい余生を送りたいです

◆６１歳　還暦（かんれき）
　　　　　華甲（かこう）
◆７０歳　古希（こき）
◆７７歳　喜寿（きじゅ）
◆８０歳　傘寿（さんじゅ）
◆８８歳　米寿（べいじゅ）
◆９０歳　卒寿（そつじゅ）
◆９９歳　白寿（はくじゅ）

◆１００歳　百寿（ひゃくじゅ・ももじゅ）
　　　　　　紀寿（きじゅ）
◆１０８歳　茶寿（ちゃじゅ）
　　　　　　不枠（ふわく）
◆１１１歳　皇寿（こうじゅ）
　　　　　　川寿（せんじゅ）
◆１２０歳　大還暦（だいかんれき）
　　　　　　昔寿（せきじゅ）

長
寿
の
祝
い
歳

長
寿
の
祝
い
歳

ひさ 　 よ

迎 　 久 代 さん
（山白石六区）
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●趣味は？
　魚とり
●特技は？
　魚とりの仕掛け作り
●戦時中の思い出は？
　シナに陸上兵として召され、食事が大変だ
　ったことです
●若い頃、楽しかった思い出は？
　ハワイ、グァム、韓国など海外旅行をした
　ことです
●毎日何をしていますか？
　体操したり、テレビを見たりしています
●町の印象は？
　穏やかで住みやすいです
●最後に何か一言どうぞ
　健康で長生きしたいです

相 田 清 志 さん
（里白石）

●趣味は？
　ハーモニカ
●特技は？
　畑仕事
●戦時中の思い出は？
　戦争中は食糧難で、自分で作らなければ食
　べられなかったことです
●若い頃、楽しかった思い出は？
　イギリスとフランスに行ったことです
●毎日何をしていますか？
　運動、散歩
●町の印象は？
　人口が減って寂しくなってきました
●最後に何か一言どうぞ
　子ども達のためのより良い町づくり

きよ 　 し

白 坂 ミツエ さん
（東大畑二区）

　平成２３年９月１６日で満７５歳以上の方を招待して盛大に開催されます。
　敬老年金証書の授与や記念品の贈呈などが行われるほか、演芸では、各団体の方や保育所などの
子ども達による楽しい歌や踊りが披露されます。
　なお、記念品につきましては、当日出席された方または
通知を持参のうえ代理受付をした方のみとさせていただき
ますのでご了承ください。
　皆様のご出席をお待ちしております。

第６１回浅川町敬老会を開催します
９月１０日（土）町民体育館

第６１回浅川町敬老会を開催します
９月１０日（土）町民体育館
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　健康増進法による子宮けいがん検診を実施しますので、対象になる方は受診してください。
　受診票は、８月中旬から下旬にかけて、地区の保健協力員さんが配布します。検診を希望する方で受
診票が届かない場合、保健センターにご連絡ください。がん検診は、医療保険の保険者に関係しません
ので、職場等で検診を実施していない場合、今までどおり町の検診を受診することができます。

★のどが乾いていなくても、こまめに飲みましょう。
★水分・塩分の補給をするため、スポーツドリンクなどを利用するのもよいでしょう。
★麦茶には、ミネラル（体の調子を整える成分）が含まれているので、夏に適した飲み物です。

★外出時は、日傘をつかったり、帽子を着用したりしましょう。通気性のよい、吸湿・速乾の衣服を着
　用しましょう。
★保冷剤、冷たいタオルなどを携帯し、からだの冷却を心がけましょう。（首を冷やすのは大切です。）
★室内では、エアコンや扇風機を使用し、室温の調整をしましょう。こまめな換気、遮光カーテン、す
　だれ、打ち水などは、室温上昇を避けます。

　熱中症の症状は、筋肉痛・大量の発汗・吐き気・倦怠感などで、重症になると意識障害がおこります。
　熱中症が疑われる場合は、①涼しいところへ避難　②衣服や靴下、靴を脱がせる、ボタンやファス
ナーをゆるめる。③からだを冷やし、水分や塩分をとらせるなどが大切です。また、症状が強い、自力
で水が飲めない、意識がはっきりしないなどの場合は、直ちに救急隊を要請しましょう。

水分補給のポイント

暑さを避けるポイント

（ 　　で囲んである地区が、骨粗しょう症検診の対象地区です。）
●　場所　浅川町保健センター
　　　　　（保健センター駐車場が混み合っているときは、専売公社跡地に駐車してください。）
●　個人負担金　なし

●　検診の内容

子宮けいがん検診

骨粗しょう症検診

９月　５日（月）
午前８時～午前９時
午後１時～午後２時
午前８時～午前９時
午後１時～午後２時

山白石全区、簑輪、袖山、大草、染
本町１区、東大畑１・２区、滝輪１・２区、太田輪
里白石、本町２区、中里、根岸、松野入、小貫
荒町・畑田・福貴作

９月２２日（木）

２０歳以上の女性

東大畑、畑田、里白石、福貴作、山白石全区
の地区に住む３０歳以上の女性

問診・子宮けい部の細胞診

超音波による骨密度の測定

●　日時及び対象地区

検診名

日　時 受付時間 対象地区

対象者 検診内容
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【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。
３～４か月健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

次回は１０月１８日（火）

平成２１年１２月～
　　　　　平成２２年２月生

９月８日（木）

次回は９月３０日（金）
午後０:３０～０:４５

次回は１０月２８日（金）

９月１４日（水）

平成２２年８月～９月生

午前９:１５～９:３０
保健センター

日　　程
受付時間

日　　程
受付時間

場　　所
対 象 者

場　　所
対 象 者

次回は１０月２７日（木）
午後１:３０～１:４５
石川町保健センター
平成２３年５月生

【予防接種】 ●当日の朝と接種前に必ず検温し、お子さんの体調を確認しましょう。

日　　程
受付時間
場　　所

注意事項

三種混合予防接種 ポリオ生ワクチン投与（予約制）

★ポリオ生ワクチンは、予約が必要です。保健センターに電話で申し込んでください。
★通院中のお子さんは、主治医の指示を受けてください。

８月３０日（火）
午後０：３０～１：００

保健センター

９月６日（火）・９月１３日（火）

【つどいの広場】　９月６日（火） ９月２７日（火）
　　　　　　　　　　　　時間：午前９時３０分～１１時３０分 場所：保健センター
【にこにこ広場】（浅川保育所との育児支援連携事業）
　　　　　　　　　９月２１日（水） 時間：午前１０時～１１時 場所：浅川保育所

《日本脳炎予防接種について》
　平成２３年５月に予防接種法令及び実施規則の一部が改正され、日本脳炎の定期予防接種の対象者に
下記の年齢のお子さんが追加されました。
●接種を希望すれば定期接種ができる方　平成７年６月１日～平成１９年４月１日に生まれたお子さん
　※１期または２期の接種が終わっていない方で希望する方は、２０歳未満までの間で接種ができます。
●接種回数
　１）以前１回接種しているお子さん⇒第１期として今年２回接種
　２）以前２回接種しているお子さん⇒第１期として今年１回接種し１年後に追加接種（１回）
　３）１回も接種していないお子さん⇒第１期として今年２回、１年後に追加接種（１回）
　４）１期３回（１回目・２回目・追加）を受けたお子さん⇒第２期として９歳以上で１回接種
●使用ワクチン　乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン（新ワクチン）
●その他
　お子さんの母子健康手帳をよく確認し、上記年齢のお子さんで接種を希望される場合には通知書が必
　要となりますので、保健センターへ電話で申込みください。（☎３６－４７２２）
※なお国の方針で、今年、積極的に接種を勧奨する３歳と４歳のお子さん、小学３年生及び４年生のお
　子さんには、事前に通知書が郵送されますので申込みの必要はありません。
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ひとり親家庭の皆さんへ
児童扶養手当・特別児童扶養手当制度

ひとり親家庭の皆さんへ
児童扶養手当・特別児童扶養手当制度

ひとり親家庭の皆さんへ
児童扶養手当・特別児童扶養手当制度
８月は現況届の提出月です。該当者には８月上旬に個別通知します。
所得制限により手当を全額停止されると思われる方も、現況届の提出が必要です。

（㊟その後所得制限に該当しなくなったとき、手当が受けられなくなる場合があります。）

　ひとり親あるいは父母のいない児童を監護して
いる者及びその児童が医療機関にかかった場合、
１か月当たり千円を超える分（附加給付、高額医
療等を除く保険診療分）についての医療費を助成
します。
　
　児童が１８歳になってから、最初の３月３１日
まで（高校に在学していない場合は１８歳の誕生
月まで）

　親（又は監護している人）及び扶養義務者の所
得が一定額以上の場合には、申請しても助成が受
けられない場合もあります。

　まだ受給者証をお持ちでない方は、役場保健福
祉課で「登録申請」をしてください。
　登録済みの方は、８月中に「更新登録」をして
いただきます。

ひとり親家庭医療費助成事業

対象期間

所得制限等

手続き方法

児童扶養手当
　児童扶養手当は、父又は母と生計を同じくして
いない児童が育てられているひとり親家庭の生活
の安定と自立を助けるために支給される手当です。
また、父母が生計を同じくしていても、父又は母
の心身に一定の障がいがある場合にも支給されま
す。
※受給開始から５年を経過した方は「一部支給停
　止適用除外事由届出書」を提出してください。
　提出されない場合は、手当の支給額が２分の１
　に減額されます。

　次のいずれかに該当する方で、１８歳に達する
日以後の最初の３月３１日までの間にある（心身
に一定の障がいがあるときは２０歳未満）児童を
監護している父又は母、あるいは父母に代わって
その児童を養育している方。
（１）父母が婚姻を解消した児童
（２）父又は母が死亡した児童
（３）父又は母が一定の障がいの状態にある児童
（４）父又は母の生死が明らかでない児童
（５）父又は母が引き続き１年以上遺棄している児童
（６）父又は母が法令により引き続き１年以上拘
　　　禁されている児童

（７）母が婚姻によらないで生まれた児童
（８）孤児などで父母がいるのかが不明な児童

　特別児童扶養手当は、身体又は精神に障がいの
ある児童を養育している人に支給されます。

　身体又は、精神に中度または重度の障がい（政
令別表第３に該当）を有する２０歳未満の児童を
監護している父もしくは母、又は父母に代わって
児童を養育している人。

　役場保健福祉課の窓口で、次の書類を添えて手
続きをしてください。
①請求者と対象児童の戸籍謄本または抄本（外国
　人の方は登録済証明書）
②請求者と対象児童が同居する世帯全員の住民票
　の写し
③印鑑その他の必要書類
④所定の診断書（特別児童扶養手当の場合）
⑤養育費に関する申告書（児童扶養手当の場合）
　拘禁されている児童

特別児童扶養手当

受給資格

受給資格

手続き方法

ひとり親家庭（母子家庭、父子家庭、親のいない家庭）へ医療費の助成を行います。

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎３６‐４１２３
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　６月１９日（日）石川町の松多屋において開催されました。武蔵野大学人間関係学教授で精神
科医でもある小西聖子（こにしたかこ）先生を講師にむかえ、「震災後の子どものこころのケ
ア」と題して講演会が行われました。

～震災後の子どものトラウマケア～

「平成２３年度石川方部自殺予防セミナー」が開催されました

※講師資料一部抜粋

　荒町、本町地区の仲間が集まっていて、現在の登
録数は、２９人です。
　活動は月１回で第一木曜日です。サロンは６月か
ら始まったばかりですが、今後は、８人の運営ボラ
ンティアを中心に、活動を企画していきます。生活
に役立つ話しを聞いたり、運動したりして楽しく交
流してきたいと思います。メンバーは随時募集して
いますので、興味のある方は地域包括支援センター
（保健センター内　☎３６－４７２３）に申し込ん
でください。

　子どもの心の健康を守るために、今回の震災を、主
に就学前の子どもの目線で考えてみましよう。
　突然の大きな揺れや頻回に起きる余震、それによる
大人達の不安な状況、生活環境の変化、繰り返し報道
される津波や原発の映像など、大人とちがって子ども
達は、これが過去なのか現在なのか、今、本当に起き
ていることなのか、うまく理解できません。
　そして個人差もありますが、不安や恐れの表れとし
て、寝られない、赤ちゃんがえり、一人になるのを嫌
がる、暗い所が怖い等がでてくることがあります。人
間は怖いことはよく覚えているものです。子どもたちは言葉でうまく自分の気持ちを表現するこ
とができないので、自身が体験したことを、地震ごっこや津波ごっこのように遊びのなかで表現
したり、地震や津波の絵を描いたりします。反面、テレビの災害ニュースやヘリコプターの音を
いやがるなど、震災の体験に関係のあるものをいやがるようにもなります。
　しかし、その症状は２～３か月後には自然に落ちついています。つまり、ふだんの生活が変わ
らず行われるようになれば、怖い経験も過去の記憶になります。子ども達は、家族や日常の生活、
友達との遊び、自分の好きなことをすることで、怖さを減らしていくことができ、また、柔軟な
ので変化に慣れるのも早いようです。また、子ども達は、周囲の大人を安心感のベースにして生
活しています。つまり、大人が不安でいると、子どもも不安になります。子どもは、自分でこの
先の見通しを判断するものではありません。子どもの心の安定に一番大きな影響を与えるのは、
親の心の安定だということが、研究からもわかっています。
　震災後、大人も不眠やイライラが増えていると思います。震災に関係するものを見ると動悸や
冷や汗がでる等の症状や、生活環境の変化による様々なストレスで食欲不振や無気力になること
があります。原発問題もあり、さらに不安が高まると、身体的にも精神的にも不安定さが増しま
す。これは子ども達にもよくありません。
　大人自身にもきずなを大事にする、日常生活を大事にする、自分のいつもやっていることをす
る、休息をとることを心がけて生活する、が大切なのです。
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ひとり親家庭の皆さんへ
児童扶養手当・特別児童扶養手当制度

ひとり親家庭の皆さんへ
児童扶養手当・特別児童扶養手当制度
８月は現況届の提出月です。該当者には８月上旬に個別通知します。
所得制限により手当を全額停止されると思われる方も、現況届の提出が必要です。

（㊟その後所得制限に該当しなくなったとき、手当が受けられなくなる場合があります。）

　ひとり親あるいは父母のいない児童を監護して
いる者及びその児童が医療機関にかかった場合、
１か月当たり千円を超える分（附加給付、高額医
療等を除く保険診療分）についての医療費を助成
します。
　
　児童が１８歳になってから、最初の３月３１日
まで（高校に在学していない場合は１８歳の誕生
月まで）

　親（又は監護している人）及び扶養義務者の所
得が一定額以上の場合には、申請しても助成が受
けられない場合もあります。

　まだ受給者証をお持ちでない方は、役場保健福
祉課で「登録申請」をしてください。
　登録済みの方は、８月中に「更新登録」をして
いただきます。

ひとり親家庭医療費助成事業

対象期間

所得制限等

手続き方法

児童扶養手当
　児童扶養手当は、父又は母と生計を同じくして
いない児童が育てられているひとり親家庭の生活
の安定と自立を助けるために支給される手当です。
また、父母が生計を同じくしていても、父又は母
の心身に一定の障がいがある場合にも支給されま
す。
※受給開始から５年を経過した方は「一部支給停
　止適用除外事由届出書」を提出してください。
　提出されない場合は、手当の支給額が２分の１
　に減額されます。

　次のいずれかに該当する方で、１８歳に達する
日以後の最初の３月３１日までの間にある（心身
に一定の障がいがあるときは２０歳未満）児童を
監護している父又は母、あるいは父母に代わって
その児童を養育している方。
（１）父母が婚姻を解消した児童
（２）父又は母が死亡した児童
（３）父又は母が一定の障がいの状態にある児童
（４）父又は母の生死が明らかでない児童
（５）父又は母が引き続き１年以上遺棄している児童
（６）父又は母が法令により引き続き１年以上拘
　　　禁されている児童

（７）母が婚姻によらないで生まれた児童
（８）孤児などで父母がいるのかが不明な児童

　特別児童扶養手当は、身体又は精神に障がいの
ある児童を養育している人に支給されます。

　身体又は、精神に中度または重度の障がい（政
令別表第３に該当）を有する２０歳未満の児童を
監護している父もしくは母、又は父母に代わって
児童を養育している人。

　役場保健福祉課の窓口で、次の書類を添えて手
続きをしてください。
①請求者と対象児童の戸籍謄本または抄本（外国
　人の方は登録済証明書）
②請求者と対象児童が同居する世帯全員の住民票
　の写し
③印鑑その他の必要書類
④所定の診断書（特別児童扶養手当の場合）
⑤養育費に関する申告書（児童扶養手当の場合）
　拘禁されている児童

特別児童扶養手当

受給資格

受給資格

手続き方法

ひとり親家庭（母子家庭、父子家庭、親のいない家庭）へ医療費の助成を行います。

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎３６‐４１２３
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生
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り
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９
日
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日
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山
駐
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地

《
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り
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９
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《
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空
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り

　

９
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日
㈮

○
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験
日
・
会
場

　

９
月
23
日
㈮

　

郡
山
市
（
受
付
時
に
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。
）

※

９
月
17
日
㈯
の
採
用
試
験

　

は
、午
前
中
に「
一
般
曹
候

　

補
生
」、午
後
に「
自
衛
官

　

候
補
生
」の
採
用
試
験
が

　

行
わ
れ
ま
す
。（
旧
白
河
市

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部 

自
衛
官
各
種
採
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試
験

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

 

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
ー

２
４
ー

０
３
７
２

　

福
島
県
で
は
、
不
妊
治
療

を
行
う
夫
婦
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
不
妊
治

療
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

○
対
象
者

　

次
の
要
件
全
て
を
満
た
す
方

①
戸
籍
上
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、

　

両
者
又
は
一
方
が
福
島
県

　

内
（
郡
山
市
、
い
わ
き
市

　

を
除
く
）
に
住
所
を
有
す

　

る
方

②
夫
婦
合
算
の
年
間
所
得
が

　

７
３
０
万
円
未
満
の
方

③
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関

　

に
お
い
て
不
妊
治
療
を
受

　

け
た
方

○
対
象
と
な
る
治
療

　

保
険
診
療
の
適
応
と
な
ら

　

な
い
体
外
受
精
、
顕
微
受
精

○
助
成
の
内
容

①
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万

　

円
ま
で
と
し
、
初
年
度
は

　

年
３
万
円
、
２
年
目
以
降

　

は
年
２
回
を
限
度
に
、
通

　

算
10
回
ま
で
支
給
し
ま
す
。

②
助
成
期
間
は
通
年
５
年
を

　

限
度
と
し
ま
す
。（
隔
年
で

　

も
連
続
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

勤
労
統
計
調
査

　

詳
し
く
は
、
福
島
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
に
な

る
か
、
次
の
申
請
・
相
談
窓

口
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
中
保
健
福
祉
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務
所

須
賀
川
市
旭
町
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ー

１

☎
０
２
４
８
ー

７
５
ー

７
８
１
０

は
じ
ま
り
ま
す

　

本
年
７
月
31
日
現
在
で
、

常
用
労
働
者
を
１
人
か
ら
４

人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を

対
象
に
、
「
毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
賃
金
、
労

働
時
間
及
び
労
働
者
数
の
動

向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

大
切
な
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
統
計

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご

回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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】
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計
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査
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l

　

秘
密
を
厳
守
し
、
無
料
で

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
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不
動
産
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、

　

相
続
・
遺
言
、
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重
債
務
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少
額
の
裁
判
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成
年
後
見

　

等
に
関
す
る
法
律
相
談

○
開
催
日

　

８
月
４
日
㈭

　

９
月
１
日
㈭

　

10
月
６
日
㈭

○
時
間

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

○
場
所

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

（
白
河
市
本
町
２
番
地
）

※

事
前
に
予
約
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

秘
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は
厳
守
し
ま
す
。

【
予
約
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問
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〜

金
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の
午
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時
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午
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分

〜
午
後
４
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白
河
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書
士
総
合
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談

セ
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☎
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８
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１
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「
人
権
相
談
」強
化
週
間

法
律
相
談

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

９
月
５
日
㈪
か
ら
９
月
11
日

㈰
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一

斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
と
し
て
、
身
体
的
・
心
理

的
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待
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別
、
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が
ら

せ
な
ど
高
齢
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障
害
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の

抱
え
る
人
権
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人
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び
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局

職
員
が
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応
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ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

強
化
週
間
以
外
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

○
期
間

　

９
月
５
日
㈪
〜

　
　
　

９
月
11
日
㈰

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
７
時

○
相
談
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
ー

０
０
３
ー

１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

　

福
島
地
方
法
務
局

　
　
　
　

人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
ー

５
３
４
ー

１
９
９
４

　

こ
の
月
間
は
、
８
月
に
道

路
を
利
用
し
て
い
る
方
々
に

改
め
て
道
路
の
役
割
や
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
、
道
路
を
い
つ
く

し
む
と
い
う
道
路
愛
護
の
普

及
と
道
路
の
正
し
い
利
用
の

啓
発
を
図
り
、
道
路
を
い
つ

も
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す

る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
10
日
は
「
道

の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
て

お
り
、
大
正
９
年
８
月
10
日

に
日
本
で
最
初
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ

る
第
１
次
道
路
改
良
計
画
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
、
国
土
交
通
省
が
昭
和
61

年
度
に
制
定
し
ま
し
た
。

「
道
路
ふ
れ
あ
い
」月
間

「
福
島
県
民
の
日
」月
間

普
通
救
命
講
習
会

　

８
月
１
日
㈪
か
ら
の
一
か

月
間
、
記
念
月
間
と
し
て
行

わ
れ
、
８
月
21
日
㈰
の
「
福

島
県
民
の
日
」
に
は
、
公
共

施
設
の
無
料
開
放
や
割
引
、

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
島
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.fu

ku
sh
im
a.jp
/b
u
n
ka/ken

m
in
n
oh
i/in
d
ex.h

tm

　

応
急
手
当
普
及
の
一
環
と

し
て
定
期
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
受
講
対
象
者

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組

　

合
管
内
に
住
居
ま
た
は
通

　

勤
、
通
学
す
る
中
学
生
以

　

上
の
方

○
開
催
場
所

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

　

３
階
講
堂

　

須
賀
川
市
丸
田
町
153

○
講
習
日
時

　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

第
３
木
曜
日

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で

○
講
習
内
容

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時

間
実
施
し
、
終
了
後
に
修
了

証
を
交
付
し
ま
す)

・
AED
使
用
を
含
め
た

　

心
肺
蘇
生
法

・
止
血
法
・
異
物
除
去
法

○
定
員
・
受
講
料

　

各
回
30
名
・
無
料

○
申
し
込
み

　

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で

に
須
賀
川
消
防
署
救
急
係
に

電
話
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☎
０
２
４
８
ー

７
６
ー

３
１
９
６

【
問
い
合
わ
せ
】

石
川
消
防
署
浅
川
分
署

☎
０
２
４
７
ー

３
６
ー

２
０
０
９

棚
倉
町
土
地
改
良
区
移
転

資
源
回
収
協
力
の
お
願
い

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　

保
険
証
の
更
新

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
事
務
所
が
被
災
し
業
務

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
８

月
１
日
か
ら
棚
倉
町
役
場
庁

舎
内
（
一
階
）
に
移
転
し
業

務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

棚
倉
町
土
地
改
良
区

☎
０
２
４
７
ー

３
３
ー

４
２
０
９

　

浅
川
小
学
校
で
は
、
資
源

回
収
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
15
日
㈯

　

午
前
７
時
〜

　

午
前
８
時

○
場
所

　

浅
川
小
学
校
体
育
館
前

　

（
各
家
庭
で
運
搬
し
て
く

　

だ
さ
い)

○
回
収
す
る
も
の

　

・
ビ
ー
ル
瓶
及
び

　
　

ビ
ー
ル
ケ
ー
ス

　

・
ア
ル
ミ
缶(

洗
浄
後)

　

・
一
升
瓶(

茶
・
緑
色
の

　
　

み
回
収
し
ま
す)

　

・
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル

　

・
雑
誌
・
衣
類

※
そ
の
他
の
期
間
中
も
町
内

各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

資
源
回
収
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
各
家
庭
に
配
布
さ

れ
ま
す
お
知
ら
せ
を
ご
覧
の

う
え
あ
わ
せ
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一

人
ひ
と
り
に
被
保
険
者
証
が

交
付
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

平
成
23
年
７
月
31
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
新
し
い
被
保

険
者
証
は
、
７
月
下
旬
に
被

保
険
者
の
方
へ
簡
易
書
留
で

郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

８
月
１
日
よ
り
郵
送
さ
れ
た

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
効

期
限
の
切
れ
た
証
は
町
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課

☎
３
６
ー

４
１
２
３

◆「福島県民の日」（８月２１日）について
　郷土への理解を深め、郷土愛をは
ぐくみながら、県民が心を合わせて、
より豊かな福島県を築き上げ次世代
に引き継ごうと、平成９年に制定さ
れました。明治９年８月２１日に、
旧福島県、磐前県及び若松県が合併
して現在とほぼ同じ福島県の姿が誕
生したことにちなみます。
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《
自
衛
官
候
補
生
》

○
募
集
締
め
切
り

　

９
月
９
日
㈮

○
試
験
日
・
会
場

　

男
子
・
９
月
17
日
㈯

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材

　

育
成
セ
ン
タ
ー

　

女
子
・
９
月
26
日
㈪

　

郡
山
駐
屯
地

《
一
般
曹
候
補
生
》

○
募
集
締
め
切
り

　

９
月
９
日
㈮

○
試
験
日
・
会
場

　

９
月
17
日
㈯

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材

　

育
成
セ
ン
タ
ー

《
航
空
学
生
》

○
募
集
締
め
切
り

　

９
月
９
日
㈮

○
試
験
日
・
会
場

　

９
月
23
日
㈮

　

郡
山
市
（
受
付
時
に
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。
）

※

９
月
17
日
㈯
の
採
用
試
験

　

は
、午
前
中
に「
一
般
曹
候

　

補
生
」、午
後
に「
自
衛
官

　

候
補
生
」の
採
用
試
験
が

　

行
わ
れ
ま
す
。（
旧
白
河
市

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部 

自
衛
官
各
種
採
用
試
験

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

 

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
ー

２
４
ー

０
３
７
２

　

福
島
県
で
は
、
不
妊
治
療

を
行
う
夫
婦
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
不
妊
治

療
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

○
対
象
者

　

次
の
要
件
全
て
を
満
た
す
方

①
戸
籍
上
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、

　

両
者
又
は
一
方
が
福
島
県

　

内
（
郡
山
市
、
い
わ
き
市

　

を
除
く
）
に
住
所
を
有
す

　

る
方

②
夫
婦
合
算
の
年
間
所
得
が

　

７
３
０
万
円
未
満
の
方

③
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関

　

に
お
い
て
不
妊
治
療
を
受

　

け
た
方

○
対
象
と
な
る
治
療

　

保
険
診
療
の
適
応
と
な
ら

　

な
い
体
外
受
精
、
顕
微
受
精

○
助
成
の
内
容

①
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万

　

円
ま
で
と
し
、
初
年
度
は

　

年
３
万
円
、
２
年
目
以
降

　

は
年
２
回
を
限
度
に
、
通

　

算
10
回
ま
で
支
給
し
ま
す
。

②
助
成
期
間
は
通
年
５
年
を

　

限
度
と
し
ま
す
。（
隔
年
で

　

も
連
続
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

勤
労
統
計
調
査

　

詳
し
く
は
、
福
島
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
に
な

る
か
、
次
の
申
請
・
相
談
窓

口
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

須
賀
川
市
旭
町
153
ー

１

☎
０
２
４
８
ー

７
５
ー

７
８
１
０

は
じ
ま
り
ま
す

　

本
年
７
月
31
日
現
在
で
、

常
用
労
働
者
を
１
人
か
ら
４

人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を

対
象
に
、
「
毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
賃
金
、
労

働
時
間
及
び
労
働
者
数
の
動

向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

大
切
な
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
統
計

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご

回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
統
計
調
査
課

☎
０
２
４
ー

５
２
１
ー

７
１
４
５

詳
し
く
は
こ
ち
ら
へ

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

toukei/list/31

ー1.htm
l

　

秘
密
を
厳
守
し
、
無
料
で

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、

　

相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

　

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見

　

等
に
関
す
る
法
律
相
談

○
開
催
日

　

８
月
４
日
㈭

　

９
月
１
日
㈭

　

10
月
６
日
㈭

○
時
間

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

○
場
所

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

（
白
河
市
本
町
２
番
地
）

※

事
前
に
予
約
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

　

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜

金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
ー

２
３
ー

１
７
８
５

「
人
権
相
談
」強
化
週
間

法
律
相
談

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

９
月
５
日
㈪
か
ら
９
月
11
日

㈰
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一

斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
と
し
て
、
身
体
的
・
心
理

的
虐
待
や
差
別
、
い
や
が
ら

せ
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者
の

抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局

職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

強
化
週
間
以
外
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

○
期
間

　

９
月
５
日
㈪
〜

　
　
　

９
月
11
日
㈰

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
７
時

○
相
談
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
ー

０
０
３
ー

１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

　

福
島
地
方
法
務
局

　
　
　
　

人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
ー

５
３
４
ー

１
９
９
４

　

こ
の
月
間
は
、
８
月
に
道

路
を
利
用
し
て
い
る
方
々
に

改
め
て
道
路
の
役
割
や
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
、
道
路
を
い
つ
く

し
む
と
い
う
道
路
愛
護
の
普

及
と
道
路
の
正
し
い
利
用
の

啓
発
を
図
り
、
道
路
を
い
つ

も
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す

る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
10
日
は
「
道

の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
て

お
り
、
大
正
９
年
８
月
10
日

に
日
本
で
最
初
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ

る
第
１
次
道
路
改
良
計
画
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
、
国
土
交
通
省
が
昭
和
61

年
度
に
制
定
し
ま
し
た
。

「
道
路
ふ
れ
あ
い
」月
間

「
福
島
県
民
の
日
」月
間

普
通
救
命
講
習
会

　

８
月
１
日
㈪
か
ら
の
一
か

月
間
、
記
念
月
間
と
し
て
行

わ
れ
、
８
月
21
日
㈰
の
「
福

島
県
民
の
日
」
に
は
、
公
共

施
設
の
無
料
開
放
や
割
引
、

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
島
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.fu

ku
sh
im
a.jp
/b
u
n
ka/ken

m
in
n
oh
i/in
d
ex.h

tm

　

応
急
手
当
普
及
の
一
環
と

し
て
定
期
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
受
講
対
象
者

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組

　

合
管
内
に
住
居
ま
た
は
通

　

勤
、
通
学
す
る
中
学
生
以

　

上
の
方

○
開
催
場
所

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

　

３
階
講
堂

　

須
賀
川
市
丸
田
町
153

○
講
習
日
時

　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

第
３
木
曜
日

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で

○
講
習
内
容

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時

間
実
施
し
、
終
了
後
に
修
了

証
を
交
付
し
ま
す)

・
AED
使
用
を
含
め
た

　

心
肺
蘇
生
法

・
止
血
法
・
異
物
除
去
法

○
定
員
・
受
講
料

　

各
回
30
名
・
無
料

○
申
し
込
み

　

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で

に
須
賀
川
消
防
署
救
急
係
に

電
話
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☎
０
２
４
８
ー

７
６
ー

３
１
９
６

【
問
い
合
わ
せ
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石
川
消
防
署
浅
川
分
署

☎
０
２
４
７
ー

３
６
ー

２
０
０
９

棚
倉
町
土
地
改
良
区
移
転

資
源
回
収
協
力
の
お
願
い

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　

保
険
証
の
更
新

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
事
務
所
が
被
災
し
業
務

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
８

月
１
日
か
ら
棚
倉
町
役
場
庁

舎
内
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一
階
）
に
移
転
し
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務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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い
合
わ
せ
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倉
町
土
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☎
０
２
４
７
ー

３
３
ー

４
２
０
９

　

浅
川
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資
源

回
収
の
ご
協
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。

○
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時
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月
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㈯
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前
７
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〜

　

午
前
８
時

○
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浅
川
小
学
校
体
育
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前

　

（
各
家
庭
で
運
搬
し
て
く

　

だ
さ
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○
回
収
す
る
も
の

　

・
ビ
ー
ル
瓶
及
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ビ
ー
ル
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ー
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・
ア
ル
ミ
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洗
浄
後)
　

・
一
升
瓶(

茶
・
緑
色
の

　
　

み
回
収
し
ま
す)

　

・
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル

　

・
雑
誌
・
衣
類

※

そ
の
他
の
期
間
中
も
町
内

各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

資
源
回
収
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
各
家
庭
に
配
布
さ

れ
ま
す
お
知
ら
せ
を
ご
覧
の

う
え
あ
わ
せ
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
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療
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度
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加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一

人
ひ
と
り
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被
保
険
者
証
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交
付
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れ
て
お
り
、
現
在
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被
保
険
者
証
の
有
効
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限
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成
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７
月
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日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
新
し
い
被
保

険
者
証
は
、
７
月
下
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に
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保
険
者
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方
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書
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郵
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し
て
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り
ま
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で
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８
月
１
日
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り
郵
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れ
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し
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険
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お
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さ
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。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課

☎
３
６
ー

４
１
２
３

◆「福島県民の日」（８月２１日）について
　郷土への理解を深め、郷土愛をは
ぐくみながら、県民が心を合わせて、
より豊かな福島県を築き上げ次世代
に引き継ごうと、平成９年に制定さ
れました。明治９年８月２１日に、
旧福島県、磐前県及び若松県が合併
して現在とほぼ同じ福島県の姿が誕
生したことにちなみます。

17　広報あさかわ　201１.8
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地球温暖化防止実行計画の取り組み状況
　町では、地球温暖化防止対策を推進するため、平成１９年度を基準に「地球温暖化防止実行
計画」を策定しCO2の削減に取り組んでいます。町が行う事務および事業に関し、温室効果
ガスの排出抑制を６％削減することを目的としています。
　昨年度（平成２２年度）の状況についてお知らせします。

　温室効果ガスの排出量は６.１％の削減となりました。平成１９年度を基準に定めた「浅川
町地球温暖化防止実行計画」の目標（平成２１年度～平成２５年度の５年間で６％の削減）に
は達していますが、引き続き推進を図っていきます。

など、自分でできることから無理をせず始めましょう。
なお、無理な節電により熱中症や体調不良にならない
よう、水分をこまめにとり、状況に応じてエアコンや
扇風機をじょうずに活用し、時に涼しい環境しいを整
えて節電と付き合いながらこの夏を乗り越えましょう。

○花火の里フェスティバル
　今年も８月１６日（火）、午前１１時００分から
町民グラウンドにおいて、盛大に開催します。皆さ
まのご来場をお待ちしております。
☆イベント内容
・地雷火太鼓・よさこい踊り・尺玉投げ全国大会
・フェスティバル大抽選会・フェスティバルライブ
（出演　菊池章夫）などを予定しております。
　※内容については一部変更になる場合があります。

○「さすけね～作戦」第２段
　　～災害復興プロジェクト～
　　新朗読×杉山直「声の文化芸術」
災害復興の意思を浅川町民と近隣町
村民と共有し、町内並びに石川郡内
の地域復興への目的として開催され
ます。ぜひご参加ください。
日時　平成２３年８月２０日（土）午後６時から
場所　浅川町民体育館
料金　一　　　般　１,０００円（当日１,５００円）
　　　中学生以下　　 ５００円（当日　 ８００円）
【問い合わせ】 浅川町商工会 ☎36-2161

平成１９年度排出量 平成２２年度排出量

1,206ｔ
（ＣＯ2 換算）

1,132ｔ
（ＣＯ2 換算）

74ｔの削減
（６.１％）

温室効果ガスの活動別排出量（ＣＯ2換算）

項目
Ｈ１９年度
（基準年度） Ｈ２２年度 削減目標

Ｈ２２－Ｈ１９ 増減率
ＣＯ２換算排出量

ガソリン
灯油
軽油

ＬＰＧガス
電気
計

32 ,966
103 ,734
29 ,037
50 ,290
989 ,881

1 ,205 ,908

42 ,876
103 ,501
22 ,472
67 ,867
895 ,316

1 ,132 ,032

9 ,910
△233

△6 ,565
17 ,577

△94 ,565
△73 ,876

30 .1%
△0 .2%
△22 .6%
35 .0%
△9 .6%
△6 .1%

△６%
△６%
△６%
△６%
△６%
△６%

毎日の生活の中で、誰でもできる
節電に取組みましょう! !浅川町商工会青年部よりお知らせ

○エアコン

○冷蔵庫

○照　明

○テレビ

○炊飯器

○洗濯機

○掃除機

○パソコン

○電気ポット

フィルターを掃除し、冷房温度を２８度
に設定。扇風機などを活用する。
扉を無駄に開閉せず、設定温度を適切に
設定。詰め込みすぎない。

こまめにスイッチを切る。

まとめて洗濯をする。

必要なときだけガス等で沸かす。

鑑賞時間を減らし、画面の明るさを最適
にする。
保温するのをやめ、食べる時にのみ電子
レンジで温める。

ほうき、モップ、雑巾などを利用する。

電源オプションを「スタンバイ」にする。
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澄杯ゴルフコンペチャリティー
郷田鉄男 様 １８,０００円

図書室に新刊が入りました。ゆっくり本を読んでみませんか?
　開室時間　月～金　８：３０～１７：００
　　　　　　第１・３土曜日は、１０：００～１２：００まで
　　　　　　「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます
　　　　　　　　　詳しくは中央公民館まで　☎３６-２１３４

○もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの「マネジメント」を読んだら（岩崎夏海／ダイヤモンド社）　○心を
整える（長谷部 誠／幻冬舎）　○読売新聞特別縮刷板 東日本大震災　１か月の記録（読売新聞社）　○調理以前の
料理の常識（渡邊香春子／講談社）　○評決（深谷忠記／徳間書店）　○おならうた（谷川俊太郎/絵本館）　○いい
から いいから４（長谷川義史／絵本館）　○アンパンマンはじめまして おれさまばいきんまん!（やなせたかし／フ
レーベル館）　○冬のさくら（木暮正夫／どりむ社）　○トーマス大図鑑（ポプラ社）
～お願い～　返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう！！

社会福祉協議会への寄付

花火の里太鼓フェスティバルチャリティー
　　　　　　　　　　　　「元気出せ！」福島
浅川町地雷火太鼓 様
奥州白河太鼓 様
大信こだま太鼓 様
白河関山太鼓 様

東日本大震災義援金

ご寄付ありがとうございます
（町社会福祉協議会受付分）

◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区
緑川美智子
生田目敏江
平野久仁雄
藤田ハツエ

72歳
90歳
81歳
96歳

山白石３区
荒町

本町１区
東大畑２区

正憲女 一恵

仁男

男

広美

裕之 めぐみ

女 義勝 美紀

女 裕司 恵美

男 竜太 恵

藤田なつ海

⻆田　仁思

馬上　雄惺

八旗　綾乃

八木沼美優

山内　友喜

東大畑１区

東大畑２区

本町２区

染

荒町

中里

み

ゆう せい

ひと し

あや の

とも き

み　ゆ

つの だ

も うえ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

中央公民館　図書室からのお知らせ

２１,５００円
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区
緑川美智子
生田目敏江
平野久仁雄
藤田ハツエ

72歳
90歳
81歳
96歳

山白石３区
荒町

本町１区
東大畑２区

正憲女 一恵

仁男

男

広美

裕之 めぐみ

女 義勝 美紀

女 裕司 恵美

男 竜太 恵

藤田なつ海

⻆田　仁思

馬上　雄惺

八旗　綾乃

八木沼美優

山内　友喜

東大畑１区

東大畑２区

本町２区

染

荒町

中里

み

ゆう せい

ひと し

あや の

とも き

み　ゆ

つの だ

も うえ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

中央公民館　図書室からのお知らせ

２１,５００円



避難訓練（浅保）
夏休み前の集会
（山保）

つどいの広場
育児相談（保セ）
お話し会（浅保）

資源：A地区
不燃：B地区

3～4か月健診
BCG予防接種
（保セ）

資源：B地区
不燃：A地区

役場窓口延長

チャレンジ少年
教室【宿泊訓練】
（公民館）

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

盆踊り大会
（両町青年会）
　ひらた中央
病院（平田村）
☎５５ー３３３３

花火の里フェス
ティバル（商工会）
浅川の花火大会
（両町青年会）

つどいの広場
育児相談（保セ）

なんでも法律相談
（福セ）
お弁当の日
（浅保）

心の健康相談
（保セ）
みんなといっしょ
の広場（幼稚園）
誕生会（浅保）
プール納め
（浅保・山保）

資源：B地区
不燃：A地区 役場窓口延長

股関節脱臼検査
（石川町保セ）

PTA奉仕作業
（山小） 
　ひらた中央病院
（平田村）
☎55-3333
　金澤医院
（矢祭町）
☎46-2312

盆踊り大会 
（両町青年会、
山白石青年団）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院 
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

夏休み明けの集
会（山保）

三種混合予防接
種（保セ）
運動会予行演習
（浅保）

交通指導（浅保）
絵本読み聞かせ
会（山保）

資源：A地区
不燃：B地区 役場窓口延長

浅川町少年の主
張大会（公民館）
2学期始業式
（町内小・中学校）

みそ汁大学
（公民館）
避難訓練（山保）
2学期始業式
（幼稚園）

PTA早朝奉仕作
業【年長】
 （幼稚園）

資源：B地区
不燃：A地区 役場窓口延長

避難訓練【不審者:
駐在所指導】
（幼稚園）

　添田医院
 （石川町） 
☎２６ー２５３８
　おおひら整形 
（棚倉町） 
☎３３ー９４６８

子宮けいがん検診
（保セ）

つどいの広場
育児相談
ポリオ生ワクチ
ン投与（保セ）

資源：A地区
不燃：B地区

（公民館）
夏休み→８/２１
 （山保）

（公民館）
PTA奉仕作業
 （浅小）

須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日
夜間急病診療所で診察しています。
☎０２４８-７６-２９８０　須賀川市諏訪町６７-１
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前
　に電話で確認をしてください

８月の主な行事予定
町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

町の動き町の動き
７,０３１人
３,５１６人
３,５１５人
２,１３６世帯

（－４）
（－２）
（－２）
（±０）

人口
男
女
世帯

（７月１日現在）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

１件
２２件
１件
１件

図○

図○

（公民館）
親子運動会
（浅保）

図○

医○
医○

医○

医○

　大野診療所
（石川町）
☎２６ー２６１５
　東白川中央病院
（棚倉町） 
☎３３ー３２６３

身体測定
（浅保・山保）

医○

医○

医○

　……図書室開放日・本の読み聞かせ
　……在宅当番医　保セ…保健センター
福セ…地域福祉センター

図○
医○

医○

医○

　味原医院 
（玉川村）
☎５７ー２０５４
　東舘診療所
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

医○

医○

今月の納期

８月２９日
（月）

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT ）

5

12

19

26

9/2

6

13

20

27

9/3

7/31

7

14

21

28

9/4

1

8

15

22

29

9/5

2

9

16

23

30

9/6

3

10

17

24

31

4

11

18

25

9/1

資源：A地区  ～荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
不燃：B地区  ～上記以外の区域
※可撚:月・木曜日の週2回、全地区収集

６月の６月の

山白石出張徴収日８月２６日（金）


